
島根県農政審議会次第
（平成２８年度第１回）

日時 平成２８年１１月１０日（木）９：４０～１６：３５

場所 大田集合庁舎 外

１．開 会

２．農林水産部長あいさつ

３．会長あいさつ

４．新任委員紹介

５．新たな農林水産業・農山漁村活性化計画第３期戦略プラン

県央圏域（農業）プロジェクトについて

（１）耕畜連携による米づくり・牛づくりプロジェクト

（２）おおち農林産物なりわい・うるおいづくりプロジェクト

６．現地調査

（１）現地１ リースハウス団地 枦谷団地 （美郷町枦谷）

「おおち農林産物なりわい・うるおいづくりプロジェクト」

（２）現地２ リースハウス団地 村之郷団地 （美郷町村之郷）

「おおち農林産物なりわい・うるおいづくりプロジェクト」

（３）現地３ 合同会社（ＬＬＣ）出羽 （邑南町大林）

「耕畜連携による米づくり・牛づくりプロジェクト」

（４）現地４ 産直市みずほ （邑南町田所）

「おおち農林産物なりわい・うるおいづくりプロジェクト」

７．閉会あいさつ

８．閉会
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美郷町リースハウス事業の概要

Ｈ２８年１１月１０日

県央事務所農業普及部

１ リースハウス設置の背景

（１）リースハウスのメリット

①初期投資額の低減により高規格の整備が可能

②県単リースハウス支援事業の活用（国庫補助金活用時のみ適用）でリース料の低減

２ 農山漁村活性化プロジェクト交付金の活用

（１）事業概要（別紙参照）

・平成２７年度採択 平成３０年度までの４年間

・総事業費：６６４百万円、ハウス５７棟２ （島根県養液システム改良型）ha

交流施設１棟、出荷用機械一式

・ミニトマト等で８０００万円の売り上げ目標,

（２）成果目標他

・農山漁村活性化プロジェクト事業の成果目標として人口減少率を縮小すること

１０．４％→９．８％へ改善

・リースハウスによる定住人口の考え方

認定農業者の所得水準（４００万円）を目指した経営体の入植者数

→７経営体の定住で７×４名＝２８名の定住を確保

※７経営体とした根拠

（１０ａ当たりの経済性の検討）

・売上目標（粗収益）

６，４００ (１，８００株)×６３３円／ ＝４，０５１，２００円kg kg

・経営費：２，１６９，８８３円

・所 得：４，０５１，２００円－２，１６９，８８３円＝１，８８１，３１７円

１経営体３０ａ(８ ×４５ ×８棟 ２，８８０㎡）の場合：m m =

１，８８１，３１７円×３＝５，６４３，９５１円



国費ベース
（項）農山漁村活性化対策費

（目）農山漁村活性化対策整備交付金
※上段カッコは事業費

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金 (千円)

(664,823) (－) (39,027) (155,827) (469,969)

332,408 － 19,513 77,912 234,983

新規
美郷地区農業活性化計
画

島根県 H27～H31

H27年度
事業費

活性化計画名 都道府県名 計画期間 総事業費
H26迄
進捗率

(%)

H27年度
主要工事（事業）内容

－

パイプハウス整備　　　　　　 　　　　 ２棟
パイプハウス整備用地測量試験　　一式

H26年度迄
事業費

H28年度
事業費

H29年度以降
事業費

事業の概要 

 

○目的 

 本町は平成１７年国勢調査の結果、大幅な人口減少

が明らかとなり、農業分野においても、米価の大幅な下

落による農業経営の悪化が懸念され、担い手確保にお

いても高齢化により厳しさが増している状況にある。 

 そこで、本事業を活用しミニトマト・イチゴハウスを整

備することにより、地域産物の販売額増加を目指し、担

い手育成・確保に努めることとする。また、整備したハ

ウスについてはリース方式として貸し出すこととし、施

設整備に伴う農業者の初期投資の軽減を図り、新規参

入者の受入等により定住人口減少の抑制を図ることと

する。 

  

○計画の目標 

 ・地域産物（イチゴ）の販売額の増加 

  （現状）       0千円 → （目標） 10,669千円 

 ・地域産物（ミニトマト）の販売額の増加 

  （現状） 6,510千円 → （目標） 80,890千円 

 

○概要 

 地区名     美郷地区 

 計画主体   美郷町 

 事業内容   ・パイプハウス整備     ５７棟 

          ・選果・出荷用機械整備   １式 

          ・交流促進施設整備      １棟 

 

○平成２７年度実施内容 

 ・新規作物導入支援施設 

  （内訳） ・パイプハウス整備          ２棟 





美郷町リースハウス団地：村之郷２団地の概要
県央事務所農業普及部

（１）管理主体 （農）ファームむらじ

（２）面積 １０ａ（８ｍ×４５ｍ、８ｍ×８０ｍ）

（３）定植本数 接木苗 本（株間 ちどり植え／ベッド×１２ベッド）1,840 50cm
（４）作型 ４／１１定植、６／１３～１２／上収穫、目標収量 ６ｔ

品種：ミニトマト サンチェリーピュア（トキタ種苗）

３ 栽培システム

（ＯＮＳ－Ｇ液肥混入機）（１）施肥とかん水の自動コントロール

１）施肥（別紙参照）

○養液栽培専用肥料：ＯＴＡハウス肥料のＳＡ処方

１号タンク ＯＴＡハウスＳ１号 ２０ｷﾛ

ＯＴＡハウス５号 １ｷﾛ

→２００倍に薄めるとＥＣ１．２

２号タンク ＯＴＡハウス２号 ２０ｷﾛ

E 15２つのタンクで溶かして、 Ｃ（電気伝導度）を調整しながら供給 （年間窒素成分

～ ｋｇ／ の供給）20 10a
↓

将来は、肥料コスト低減のため、単肥配合を行う予定であり、２液方式（２タンクとす

る （タンクミックスを使用すれば、 液方式（１タンク）で済むがコストが高い。)。 1

２）かん水(別紙参照）

日射比例方式で、天候により液肥（肥料＋水）の供給量（濃度×時間）を調整

（自動換気（天窓、サイド 、保温（カーテン 、遮光（カーテン）（２）複合環境制御装置 ） ）

暖房、換気扇 ：三基計装株式会社）

（３）ＩＣＴ活用

環境制御を目的としたセンサー（プロファインダー）で、５つの測定項目（①温度②相

対湿度③培地温④二酸化炭素⑤照度を測定し、別のパソコンに記録、表示。データを蓄積

することにより、栽培に重要な積算気温や飽和、露点を算出できる。これらのデータはネ

ットワーク上で関係者間共有が可能。



美郷町リースハウスにおける 活用についてICT

１ 目的 リースハウスには、環境制御を目的としたセンサー(プロファインダー)が設置

されている。このセンサーを活用することにより、生産性の向上、迅速な栽培指導が期待

できる。

２ プロファインダーの概要

測定項目 ① 温度 ② 相対湿度 ③ 培地温 ④ ⑤ 照度CO2

※ つの項目を測定し、別売のパソコンに記録、表示できる。また、データを蓄積5
することにより、栽培に重要な積算気温や飽和、露点を算出できる。

これらのデータはネットワーク上で関係者間共有が可能になる。

記録用パソコン

接続イメージ

ハブ

インターネット接続

プロファインダー

ネットワークカメラ

指導機関、町、農協

生産者でデータ共有



３ 想定される 活用場面ICT

① 環境データの蓄積により、生理障害発生の原因究明

② 環境データのリアルタイム監視による、栽培管理の改善

(農家自らの気づき、指導機関からのアラート)

③ 複数年のデータ比較による栽培方針の決定

④ 組合長がネットワークカメラを見て、栽培状況を把握 組合員に指示

⑤ カメラ情報により農業技術センターから病害虫防除の指導の実施

※ 巡回指導(月１～ 回)では把握できない緊急の事態(急激な低温、病気の発生)に2
対応できる。

４ 必要機器等

プロファインダー(センサー)→事業により整備予定

ハブ 〃

記録用パソコン 未整備

ネットワークカメラ 未整備

インターネット接続環境 未整備

要求される機能

記録用パソコン 防湿、防塵、遮直日射性の環境、バックアップ装置

ネットワークカメラ ズーム、パン、チルト機能、記録機能

※ プロファインダーには記録機能がないため、記録パソコンがないとデータは全く

活用できない。




































